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＜連絡事項＞

薬局より、

旧名：「ヒューマカートＲ注」

新名称：「ヒューマリンＲ注」へ名称変更となります。周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・川村　敏也様～排便コントロールの為、シンラック液1本処方となっています。排便状況の観察を引き続き行っていきましょう。

・加賀谷　芙美子様～背部痛の訴え聞かれ、アスモロール１袋処方となっています。又、ヒューマカートＲ1本処方となっています。

＜西村　孝幸様家族勉強会＞

　本日、10：00両親・本人・病棟スタッフで家族勉強会実施しています。

　内容
1 ビデオ「アルコール依存症の心理２」

2 プリント「今何が起きているのか」

3 入院前と現在の心境や変化について

4 プログラムの説明(第Ⅰ期・第Ⅱ期)

5 外出・泊について

6 現在のお酒に対する気持ち

7 西村様にとってアルコール依存症とはどんな病気か？

回答

1 家族：ビデオについて「こんなにひどくはない」と暴力シーンについて話されていま　　す。又、本人について「少し飲みすぎるだけだ」と話す。

本人：前に勉強したからわかる

2 家族：完全にお酒を止めるのではなく、節酒すれば治ると感じていた様子。

3 入院前と現在の心境について本人へ問いますが、母親が答えています。

家族：「精神科の病院に入院した事も恥ずかしいし、世間体もある。２回目入院となるような事にはしたくない。入院するのであれば他の病院にする」と。

本人：「いつも問診で先生に言われる。“今お酒は飲みたいですか？”って。でもＣＭでやってるビールは別になんとも思わない。」と話す。

5 外出・泊について勧めるが、やはり遠方（むつ市）という事もあり、外泊は難しいと話す。本人も「先生に前に言ってるから、入院中の外泊はしません」と話す。八戸市内の外出はどうかすすめるが「いやーいいよ」と拒否されている。ご家族にも問うが「本人がそう言ってるならいいです」と話す。外出・泊をした方が退院後のイメージ作りが出来る事伝える。

6 お酒とは？

本人：そりゃ…毒

アルコール依存症とは？

家族・本人：アルコール依存症自体の病気を知らなかった

　抗酒剤について

　本人：飲まない

　家族：お守り代わりになるなら飲んでほしい

＜日常生活支援・身辺整理評価・検討＞

・八森　正様～新聞紙・トイレットペーパー・ポリ袋・ゴミ・シケモクのタバコ等大量に溜め込みあり、介入にて捨てています。また、生乾きの衣類をポリ袋に入れており、乾燥促すが易怒的となる事あり、再三の説明にて乾燥行なっています。レストランのスプーンを持って帰る事あり、説明にて返却しています。

・佐藤　幸男様～整理整頓は行う事できており、依存的な様子見られるが取り組むことできています。

・佐々木　淳様～取り組むまで時間を要すが、本人のペースで身辺整理を行う事出来ています。ゴミ箱内にゴミの溜め込みあり、声がけには拒否無く捨てています。

・岡田　石子様～濡れたタオルのまま洗面器内に入れており、声がけにてタオルかけに掛けています。チェストやケース内は整理されています。

